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宮古山田圏域流域治水プロジェクト【全体図】 岩手県
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○平成28年台風10号、令和元年東日本台風では、各地で洪水が発生し甚大な被害が発生したことを踏まえ、宮古山田圏域において事前防災対
策を進める必要があり、圏域内河川の河道掘削等により、洪水を安全に流すとともに、流域における砂防施設、治山施設、森林整備、道路の
整備や避難のためのソフト対策に取り組み、流域が一体となり浸水被害の軽減を図る。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP55267号

宮古山田圏域



二級水系

流域治水プロジェクト
宮古山田圏域流域治水プロジェクト【位置図①】 岩手県
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○平成28年台風10号、令和元年東日本台風では、各地で洪水が発生し甚大な被害が発生したことを踏まえ、宮古山田圏域において事前防災対
策を進める必要があり、圏域内河川の河道掘削等により、洪水を安全に流すとともに、流域における砂防施設、治山施設、森林整備、道路の
整備や避難のためのソフト対策に取り組み、流域が一体となり浸水被害の軽減を図る。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP55267号

凡 例
河道掘削・河川改修 等
砂防堰堤 （対策済含む）

治山施設等 （対策済含む）
森林事業等
道路整備

河道掘削、
立木伐採(県)

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

災害リスク情報の充実
・雨量、水位、土砂災害リスク情報の提供 【県】
・防災情報の多様化 【市】
・携帯電話不感地帯の解消 【民間】
避難体制等の強化
・ハザードマップ、タイムラインの作成 【市】
・要配慮者利用施設の避難訓練の促進 【民間】
・避難所機能の向上 【市】
・防災士の養成など地域防災力の向上 【市】

水位計の設置(県)

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・二級河川の河道掘削 【県】
・準用河川、普通河川の河道掘削【市】
土砂災害対策
・森林整備 【国・県・市・森林整備センター】

■被害対象を減少させるための対策
水災害ハザードエリアにおける土地
利用、住まい方の工夫

・宅地嵩上げ 【市・民間】



二級水系

流域治水プロジェクト
宮古山田圏域流域治水プロジェクト【位置図②】 岩手県
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○平成28年台風10号、令和元年東日本台風では、各地で洪水が発生し甚大な被害が発生したことを踏まえ、宮古山田圏域において事前防災対
策を進める必要があり、圏域内河川の河道掘削等により、洪水を安全に流すとともに、流域における砂防施設、治山施設、森林整備、道路の
整備や避難のためのソフト対策に取り組み、流域が一体となり浸水被害の軽減を図る。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP55267号

凡 例
河道掘削・河川改修 等
雨水排水ポンプ整備等

砂防堰堤 （対策済含む）
治山施設等 （対策済含む）
森林事業等

道路整備

河道掘削、
立木伐採(県)河道掘削 (県)

河道掘削、
立木伐採(県)

砂防堰堤工事(県)

渓流保全工事(県)

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・二級河川の河道掘削 【県】
・準用河川、普通河川の河道掘削【市】
内水氾濫対策
・雨水排水ポンプ整備 【市】
・排水路整備、道路嵩上げ 【市】
・排水ゲートの自動化 【県】
土砂災害対策
・砂防施設の整備、治山対策【国・県】
・森林整備 【国・県・市・森林整備センター】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

災害リスク情報の充実
・雨量、水位、土砂災害リスク情報の提供 【県・市】
・防災情報の多様化 【市】
・携帯電話不感地帯の解消 【民間】
避難体制等の強化
・ハザードマップ、タイムラインの作成 【市】
・要配慮者利用施設の避難訓練の促進 【民間】
・避難所機能の向上 【市】
・防災士の養成など地域防災力の向上 【市】
・命の道となる地域高規格道路の整備 【国・県】

■被害対象を減少させるため
の対策
水災害ハザードエリアにおけ
る土地利用、住まい方の工夫

・宅地嵩上げ 【市・民間】

地域高規格道路の整備
一般国道106号
田鎖蟇目道路

地域高規格道路の整備
一般国道106号
箱石達曽部道路
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二級水系

流域治水プロジェクト
宮古山田圏域流域治水プロジェクト【位置図③】 岩手県

○平成28年台風10号、令和元年東日本台風では、各地で洪水が発生し甚大な被害が発生したことを踏まえ、宮古山田圏域において事前防災対
策を進める必要があり、圏域内河川の河道掘削等により、洪水を安全に流すとともに、流域における砂防施設、治山施設、森林整備、道路の
整備や避難のためのソフト対策に取り組み、流域が一体となり浸水被害の軽減を図る。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R4JHs 53-GISMAP55267号

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
洪水氾濫対策
・河川改修【町】
・二級河川の河道掘削 【県】
・準用河川、普通河川の河道掘削【市・町】
内水氾濫対策
・雨水排水ポンプ整備 【市】
・排水路整備、道路嵩上げ 【市】
・排水ゲートの自動化 【県】
土砂災害対策
・砂防施設の整備、治山対策【国・県】
・森林整備 【国・県・市・町・森林整備センター】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

災害リスク情報の充実
・雨量、水位、土砂災害リスク情報の提供 【県】
・防災情報の多様化 【市・町】
・携帯電話不感地帯の解消 【民間】
避難体制等の強化
・ハザードマップ、タイムラインの作成 【市・町】
・要配慮者利用施設の避難訓練の促進 【民間】
・避難所機能の向上 【市・町】
・防災士の養成など地域防災力の向上 【市・町】

宮古市

大槌町

凡 例
河道掘削・河川改修 等
砂防堰堤 （対策済含む）

治山施設等 （対策済含む）
森林事業等
道路整備

治山ダム (県)

治山ダム (県)

治山ダム (県)

床止工 (国)

山腹工 (県)

河川改修(町)河川改修(町)

河川改修(町)

河川改修(町)



二級水系

流域治水プロジェクト
宮古山田圏域流域治水プロジェクト【ロードマップ・効果】
～森・川・海とひとが共生する安らぎのまち宮古市・町を洪水から守る流域治水の推進～

宮古山田圏域では、国、県、市・町、民間企業等が一体となって、以下により「流域治水」を推進する。
【短期】

河川改修や河道掘削、雨水排水ポンプ、排水路整備、道路嵩上げ、排水ゲートの自動化、砂防施設の整備、治山対策、森林整備等のハード
整備について、集中的に実施していく。
また、救急搬送・広域避難の要となる地域高規格道路の整備についても、着実に整備を進める。

【中長期】
引き続き整備を進め、完成施設の適切な維持管理とともに、気候変動や土地利用の変化など流域内の状況に応じ必要な整備を実施していく。

ソフト対策では、大沢ダムの事前放流や雨量情報等の提供、水位周知河川の指定、防災情報の多様化、携帯電話不感地帯の解消等の災害リス
ク情報の充実、またハザードマップの作成、要配慮者利用施設の避難訓練の促進、避難所の運営、防災士の養成など継続して取り組み、防災
体制の強化を図る。

区分 対策内容 実施主体 短期 中長期

氾濫を
防ぐ・減らす

河川改修、河道掘削 県・市・町・民間

雨水排水ポンプ、排水路、道路嵩上げ
排水ゲートの自動化

県・市・町

砂防施設、治山対策、森林整備
国・県・市・町・
森林整備センター

被害対象を
減少させる

宅地嵩上げ 市・民間

被害軽減、
早期復旧・

復興

雨量・水位・土砂災害リスク情報の提供 県・市・町

防災情報の多様化 市・町

携帯電話不感地帯の解消 民間

ハザードマップ、タイムラインの作成 市・町

要配慮者利用施設の避難訓練の促進 民間

避難所機能の向上 市・町

防災士の養成など地域防災力の向上 市・町

命の道となる地域高規格道路の整備 国・県

防災気象情報の利活用に関する普及・啓発活動 気象台

適時的確な防災気象情報の発表 気象台

気象予測の高度化
（次期気象衛星の整備、数値予報モデルの改良など）

気象台

※スケジュールは、今後の事業進捗によって変更となる場合がある。


